
Ⅰ章　広告倫理と自主規制�

9.EUの広告規制�

■概要�
　テレビ広告やインターネット通販の例を挙げるまでもなく、広告は容易に国境を超える。また、通信技術の発展やその発達は、新

しい形態の広告をも出現させる。ＥＵはその発足以来、ヒト・モノ・サービスの自由移動が保障された域内共通市場を創設すべく、

法整備を進めてきたことは周知の通りである。広告規制が重要な法政策上の課題とされてきたのは、域内共通市場の競争法

整備という側面を有する。�

　他方で域内共通市場の出現は、消費者に多様なコマーシャル・コミュニケーションの可能性を開く一方、危険性をもたらすこと

にもなる。なじみのない商品・サービスであれば、消費者は広告を通じて提供される情報に頼らざるを得ないし、ダイレクト・マーケ

ティングによるプライバシー侵害の危険性、新たな広告技術により消費者が認識しないうちに誤導されてしまう危険性なども考え

られる。�

　このように、ＥＵにおける広告規制は、競争政策と消費者政策、そして域内共通市場での貿易障壁の撤廃という3面的な要請

を抱えながら発展を遂げてきた。しかし、広告の本来的にもつ広域性とは裏腹に、ＥＵ加盟各国の広告規制は実に多様性に富

むものであったことから、ＥＵ法を通じた広告規制に関するルールのハーモナイゼーションの過程は、この三つの要請の両立が容

易でないことを教えてくれる。�
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